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【想定される論点】
○アイヌについてより多くの方に知ってもらうための施策は効果的に行われているか。
○アイヌ文化についてより理解を深めてもらうための施策は効果的に行われているか。
○ウポポイの効率的な運営、地域との連携による相乗効果の発揮は十分に行われているか。

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関する法律（平成31年法律第16号。以下
「アイヌ施策推進法」という。）に基づき、国が本事業を実施する必要がある。

アイヌの伝統等普及啓発等に必要な経費

○ アイヌの伝統等に関する国民に対する知識の普及及び啓発を図るための施策を推進することにより、ア
イヌの人々が誇りを持って生活することができ、及びその誇りが尊重される社会の実現を図り、もって全て
の国民が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資する。

令和５年度予算額 １５．９億円直轄／補助

公益財団法人アイヌ民族文化財団
（※アイヌ施策推進法に基づく指定法人）

○民族共生象徴空間（ウポポイ）構成施設の
管理運営

○ウポポイへの誘客促進施策

民族共生象徴空間
運営委託費

アイヌ伝統等普及
啓発等事業費補助金

国土交通省

○アイヌの伝統等に関する普及啓発

（0.8億円
補助率1/2）（14.9億円）

人格と個性を尊重し合う共生社会の実現

【舞踊披露】 【普及啓発セミナー】

アイヌ民族文化財団が実施

【広報活動】
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アイヌに関する周知度
（アウトカム）

アイヌ文化に関する
認知度（アウトカム）

【誘客イベント】

アイヌについてより多くの方に
知ってもらうための取組

アイヌ文化についてより理解を
深めてもらうための取組



アイヌの伝統等普及啓発等に必要な経費（ロジックモデル）

○ 「アイヌ施策推進法」に基づき、人格と個性を尊重し合う共生社会の実現に向け、アイヌの伝統・
文化に関する知識の普及・啓発を図るため、アイヌについてより多くの方に知ってもらうための施
策（周知施策）とアイヌ文化についてより理解を深めてもらうための施策（理解向上施策）を実施。

○ 「アイヌ施策推進法」に基づき、人格と個性を尊重し合う共生社会の実現に向け、アイヌの伝統・
文化に関する知識の普及・啓発を図るため、アイヌについてより多くの方に知ってもらうための施
策（周知施策）とアイヌ文化についてより理解を深めてもらうための施策（理解向上施策）を実施。

アウトプットアクティビティ アウトカム

長期

ウポポイへの誘
客に向けた広報
の実施等

インパクト

人格と個性を尊重
し合う共生社会の
実現

ウポポイ来場
者アンケート
による満足度
：87.4%

短期・中期

事業参加人数
（セミナー・講演
会・アイヌ文化
交流センター事
業）：5,783人

ウポポイ年
間来場者数
：36.9万人
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インプット

ウポポイの
管理運営、
コンテンツの
提供

普及啓発事業
の補助
（初めて触れる人
向け）

事業実施件数
（イランカラプテ
キャンペーン）

：3件

事業参加人数
（イランカラプテキャン
ペーン）

：7,162人

普及啓発事
業の補助
（より知りたい人
向け）

事業実施件数（セミ
ナー・講演会・アイヌ文
化交流センター事業）：
7件

理解度に
係るアン
ケートを実
施するよう
今後改善

委託費

誘客推進

1,348百万円

管理運営

1,498百万円

補助金
77百万円
の内数

補助金
77百万円
の内数

周知施策

理解向上施策

※年度の記載のない指標は令和４年度のデータ。

ウポポイで提
供するコンテン
ツ数：23件

ウポポイ滞
在時間（２
時間以上
滞在した者
の割合）
：68.8%

中期短期

ウポポイ
HP年間ユー
ザー数
：108.4万人

広報関係業務
の実施件数（契
約毎）：８件

中期短期

理解度に関する設問を
設定するよう今後改善
（詳細はP16に記載）

【参考】
「アイヌ施策推進法」
第一条 （目的）
～略～
アイヌの人々が民族
としての誇りを持って
生活することができ、
及びその誇りが尊重
される社会の実現を
図り、もって全ての
国民が相互に人格と
個性を尊重し合いな
がら共生する社会の
実現に資することを
目的とする。

アイヌの
人々の誇り
の源泉であ
るアイヌ文
化に関する
認知度
：52.7%

アイヌに関す
る周知度
：93.6%

R2内閣府世論調査問１

R2内閣府世論調査問3

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ



論点①：アイヌについてより多くの方に知ってもらうための施策は効果的に行われているか。

〇 より多くの方にアイヌについて知ってもらうため、ウポポイの来場者数を増加させるための広報
活動や初めてアイヌに触れる人向けの普及啓発イベントを実施しているが、取組は効果的に行わ
れているか。

〇 より多くの方にアイヌについて知ってもらうため、ウポポイの来場者数を増加させるための広報
活動や初めてアイヌに触れる人向けの普及啓発イベントを実施しているが、取組は効果的に行わ
れているか。
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アイヌ語の挨拶の言葉である「イランカラプテ」をア
イヌ文化の情報発信や理解促進のキーワードとして、
アイヌ文化等への親近感や共感を高めるため首都圏
などを中心にアイヌ文化を発信するイベント（イランカ
ラプテキャンペーン）を開催しており、その実施件数を
アウトプットとして設定した。

【事業実施件数】
令和２年度 ６件
（渋谷駅、池袋駅、新宿駅、東京駅、多摩市、羽田空港）
令和３年度 ５件
（大阪、東京駅、羽田空港、名古屋駅、伊丹空港）
令和４年度 ３件
（名古屋、大阪、埼玉）

 Ⅰ 【アウトプット】普及啓発事業の実施件数
（イランカラプテキャンペーン）

多くの人に普及啓発イベントに参加してもらうこ
とで、アイヌに関する周知度が向上すると考えら
れることから普及啓発事業（イランカラプテキャン
ペーン）における参加人数を短期アウトカムとし
て設定した。
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普及啓発事業（イランカラプテキャンペーン）

参加人数（人）

 Ⅰ【短期アウトカム】事業参加人数



論点①：アイヌについてより多くの方に知ってもらうための施策は効果的に行われているか。

法目的の実現のため、アイヌの人々が民族としての誇りをもって生活することができ、及びその誇りが尊
重される社会の実現を図ることとしている。

 Ⅰ、Ⅱ【長期アウトカム】アイヌに関する周知度

なお、内閣府の世論調査は、複数年に一度の調査であるため傾向は把握できないが、令和２年度（１１月）
調査によるアイヌに関する周知度は93.6％となっている。
【参考】調査手法が異なるため、単純比較はできないが、平成30年（７月）調査時のアイヌに関する周知度は94.2％

そのため、アイヌについてより多くの方に知ってもらうことが必要。よってアイヌに関する周知度（アイヌとい
う民族がいることを知っていると答えた者の割合）を長期アウトカムと設定した。
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369,038 
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【中期アウトカム】ウポポイ来場者数

※令和２年度は開業（R2.7.12）～R3.3.31
※令和３年度は、新型コロナの影響により、R3.6.1～6.21、R3.8.31～9.30の間、臨時休
業している。

（人）

 Ⅱ【中期アウトカム】ウポポイ年間来場者数

アイヌに関する周知度を向上させるためには、アイ
ヌの復興・創造の拠点であるウポポイに、より多くの
方に来場してもらうことが必要。そのため、ウポポイ
年間来場者数を中期アウトカムとして設定した。詳細
な来場者の分析については後述。
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【短期アウトカム】ウポポイHPの年間ユーザー数

ウポポイへの来場のきっかけとなった情報源の１
位（31.7%)はウポポイHPであった。
そのため、ウポポイHPの年間ユーザー数（※）を短
期アウトカムとして設定した。
※同じIPアドレスを１としてカウント。

 Ⅱ【アウトプット】広報関係業務の実施件数（契約毎）

 Ⅱ【短期アウトカム】ウポポイのHPの年間ユーザー数

デジタル広報や旅行見本市への出展などウポポイ
への誘客に向けた広報関係業務を実施しており、そ
の実施件数（契約毎）をアウトプットとして設定した。

（万人）



【民族共生象徴空間アイヌ古式舞踊等の海外発信業務】
202百万円

【地域のアイヌ文化動画制作等業務】
166百万円

ツーリズムEXPOジャパン2022
（東京ビックサイト）出展

▶ ウポポイの認知度及び来訪意欲の向上を
図るため、国内外にアイヌ文化を発信す
る動画を作成。

▶ 海外向け番組（NHK－WORLD）制作・
放映（30分×5本）、国内地上波（テレビ
東京）での放映、ウポポイでの展示映像。

【アウトプット】広報関係業務の主な具体的内容

▶ 国内最大級の旅行見本市ツーリズムEXPOジャパンへ出展。
ウポポイと西胆振地域の魅力を訴求。4日間で業界関係者、
一般来場者計3,922人がブースに来訪。業界関係者のうち、
約半数の48.8%が北海道旅行商品の造成を検討していると回

答。

▶ メディア等の活用により、アイヌ古式舞踊等の映像を国内
外へ発信。

NHK-WORLD「アイヌの大地を訪ねて」
オリパラ舞踊披露（札幌）動画

【日本観光ショーケースin大阪・関西
における出展ブース企画運営業務】

13.5百万円

▶ 全国各地の幅広い観光業界の商材・
コンテンツが集まる機会を捉え、アイ
ヌ文化・ウポポイの紹介ブースを設置。

▶ ３日間で業界関係者、一般来場者
計1,610人がウポポイブースに来訪。

【民族共生象徴空間デジタル広告等誘客推進業務】108百万円

▶ デジタルを活用し、道外（教育旅行やインバウンド）やファミリー層の誘客のため下
記のような広報を実施。

▶ PR動画等のオリジナルコンテンツ、メディアタイアップコンテンツの制作、その他広
告を実施。

教育旅行事業者用、
学校説明用、インバウン
ド向け説明用動画紹介

ウポポイ内で体験できる
プログラムを紹介する
PR動画（再生回数58万回）

子育て情報ウェブサイト
でのウポポイPR漫画
（バナー広告の表示回数
935万回、クリック数3
万2千回）

（参考）令和３年度実施 テレビCM制作・放映
257百万円

北海道 関東 関西 中部

CM前 CM後 CM前 CM後 CM前 CM後 CM前 CM後

ウポポイの
認知度

95.9% 96.1% 41.1% 47.6% 31.8% 39.2% 29.2% 38.2%

増加率 0.2% 6.5% 7.4% 9.0%

▶ 令和４年２月12日（土）～３月27日（日）
北海道及び大都市圏（関東、関西、中部）において
テレビCMを放映。

▶ 北海道では、ほぼ100％の認知度を獲得
道外の各地域は、６～９%程度、認知度が向上。
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著名人によるウポポイ
体験動画
（再生回数78万回）



○ 令和４年度年間来場者数は369,038人と過去最多を更新。
〇 年間来場者１００万人の達成に向けては、冬季（12月頃～３月頃）の誘客が課題。
〇 北海道の豊かな冬の観光資源と連携した施策や魅力的なイベントを開催し冬季の誘客を強化。

来場者推移
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40,000

50,000

60,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和4年度 令和3年度
令和2年度

〇各年度の年間来場者数
令和２年度 ：２２２，７９４人
令和３年度 ：１９０，６１８人
令和４年度 ：３６９，０３８人

累計 ：７８２，４５０人

誘客施策

 多くの道外客が来場するさっぽろ雪まつり
に広告を出稿

 家族連れやリピーターを惹きつける冬ならではの体験プログラム・イベントを実施

ホワイトイルミネーション ドローンショー 鹿革すべり 6

【アウトプット】広報関係業務の課題と現状の取組（①冬季誘客）



【アウトプット】広報関係業務の課題と現状の取組（②道外からの誘客）

来場者分析（居住地区）

○令和４年度ウポポイ来場者のうち、道外からの来場者割合は前年度と比較し20.3%増加。
〇アフターコロナ時代の来場者の増加に向けて、訴求力の高いTV広報や教育旅行等の誘致のための旅行会
社等へのPR、来道ポテンシャルの高いアジア圏への広報など効果的な誘客施策に取り組んでいる。

 SNS、Web広告等を活用し来道ポテンシャルの高
い国へPR

インバウンドへのPR

台湾・香港向けWebサイト
｢ラーチーゴー｣にて記事
掲載

 ウポポイ初となる道外出張公演を令和５年２月に
岡山シンフォニーホールにて開催

出張公演による道外イベントの実施

誘客施策

 大都市圏でのTVCM放映  旅行見本市へ出展し
旅行会社等へPR

道外客へのPR

 コロナ禍前の来道外国人旅行者は上位５か国が
すべてアジア圏

7

２０１９年度 中国 台湾 韓国 香港 タイ

来道旅行者数 594,000 488,900 436,900 177,800 210,600

（単位：人）

北海道, 

54.5%

東北, 2.2%

関東, 25.4%

中部, 

6.7%

近畿, 

7.9%

国外, 

0.7%

北海道, 

74.8%

東北, 

2.9%

関東, 

13.9%

中部, 

3.0%
近畿, 

3.7%

道外

4５.５%

道外

25.２%

令和３年度 令和４年度



【アウトプット】広報関係業務の課題と現状の取組（③ファミリー層誘客）

○令和３年度から引き続き令和４年度においても、ウポポイ来場者の中では家族連れが多数を占めており、令
和４年度は約６割を占めた。

○年間来場者数増加に向けて、ファミリー層の誘客に取り組んでいる。

誘客施策

 家族連れやリピーターを惹きつけるこどもも楽しめる体験
プログラム・イベント等の実施

弓矢体験 ウポポイ散策謎解きゲーム

 漫画やマスコットキャラクターなどのこどもにも親しみや
すい素材を活用したPRの実施

ペーパークラフト ポン劇場（紙芝居）
北海道観光振興機構とウポポイの
キャラクターのコラボ動画放映

子育て情報ウェブサイトでの
ウポポイPR漫画掲載 8

来場者分析（同行者）

一人で, 7.9%

友人・知人, 

19.6%

家族, 

63.8%

学校,地域,職場, 7.1%

ツアー, 1.3%

一人で, 

8.8%

友人・知人, 

22.1%

家族, 

57.9%

学校,地域,職場

5.7%

ツアー4.1%

家族

57.9%

家族

63.8%

令和３年度 令和４年度



47.8

87.9

39.1

10.0

8.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

うちイベント目的

R4.4～12月来場者

今回が初めて 年に数回 月に複数回 週に複数回 無回答

１回目, 

87.0%

リピーター, 

13.0%

R4年度

１回目, 

85.1%

リピーター, 

14.9%

R3年度

来場者全体のアンケートでは、施設利用の満足度が高い（「非常に満足＋まあまあ満足」（87.4%））ものの、リピーターの
比率は縮小傾向。
一方、再訪意向の割合は高い（「また来たい」（63.7％）、「イベントやついでの機会があれば来たい」（34.7％））。

イベント目的の来場者のうち約半数がリピーター。

来場者数のうちリピーター
約3.7万人（推計）

来場者数のうちリピーター
約2.1万人（推計）

※リピーター数は、来場者数（教育旅行を除く）×リピーター割合により推計。

再訪のきっかけとなる
季節イベント・特別イベントを実施

夏期イベント（予約制）
（ポロトコタンの夜）

GWイベント
（ウポポイ散策謎解きゲーム）フォトコンテストドローンショー

【季節イベント・特別イベントの例】

リピーターの動向

【アウトプット】広報関係業務の課題と現状の取組（④リピーター誘客）

11.8%

47.8%

9

○年間来場者数１００万人の目標達成に向けて、今後、リピーターの確保もより重要に。
○このため、再訪のきっかけとなる、季節イベント・特別イベントを開催することにより、リピーターの誘客に努め
ている。



年間来場者数目標100万人とのギャップ分析

来場者属性 目標
（備考参照）

令和２年度
（達成率）

教育旅行 10万人
5.1万人
（51.0%）

道内客 35万人
13.9万人
（39.7%）

道外客 35万人
3.2万人
（9.1%）

インバウンド 20万人 －

合計 100万人
22.2万人
（22.2%）

令和３年度
（達成率）

5.1万人
（51.0%）

10.4万人
（29.7%）

3.5万人
（10.0%）

－

19.0万人
（19.0%）

令和４年度
（達成率）

8.1万人
（81.0%）

15.7万人
（44.8%）

13.1万人
（37.4%）

－※

36.9万人
（36.9%）

※R5.3は、1,018人来場（アジア系309人、欧米豪系709人）

・目標は、開業当時に道観光客数調査報告書（H30）、道来訪者満足度調査報告書（H31）、旧アイヌ民族博物館入場者データ（H29）等から、想定したもの

・道内、道外の来場者数は、総来場者数から教育旅行来場者を除き、来場者アンケートで把握した道内・道外の属性割合から算出

○ ウポポイは、令和２年７月の開業以来、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、来場者数が伸びず、令和
２年度約２２．２万人、令和３年度約１９．０万人、令和４年度約３６．９万人と推移。特に令和３年度は新型コロ
ナウイルス感染症の影響で、臨時休業を実施。

改善の方向性

目標の8割を達成。ターゲット県を絞った
営業など重点化。

道内のウポポイ認知度は高いため、来
場のきっかけとなるような誘客施策が必
要。

目標の4割に満たない状況。北海道以外
ではウポポイの認知度は低いため、周
知施策を強化。

来道ポテンシャルの高いアジア圏への
誘客施策が必要。

（備考）

10



論点①：アイヌについてより多くの方に知ってもらうための施策は効果的に行われているか。（改善の方向性）

〇 開業以来、来場者の増加を目指して、ウポポイの認知度の向上に向けた広報を中心に行ってきたところ。近年

は、来場者の分析を基に、冬季の誘客、道外からの誘客、ファミリー層の誘客等を強化してきたところ。

〇 しかし、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、年間来場者数１００万人の目標とは大きく乖離している状態。

〇 このため、現状の取組を継続するだけでは不十分。

〇 ロジックモデルや成果指標等の検討を基に、ウポポイ開業後の来場者の動向等を分析し、EBPMに基づく新たな

誘客戦略を国土交通省において策定する。

〔想定される誘客戦略の主な内容〕

▶ ターゲット毎の目標とのギャップ分析

▶ アフターコロナの時代にマッチした年間来場者目標１００万人のターゲット毎の内訳

・道内客、道外客、インバウンド、教育旅行等のターゲット毎に区分した目標値を設定

・各部署・各予算の目標・責任の明確化のための中間指標を設定

▶ ターゲット毎の誘客の方針

（例）

・〔道内客〕実際の来場のきっかけとなる誘引策の実施

・〔道外客〕ウポポイの認知度の更なる向上に向けた広報

・〔インバウンド〕来道ポテンシャルの高いアジア圏への広報

・〔教育旅行〕ターゲット県に重点化した誘致のための営業活動

・〔リピーター〕複数回の再訪を促すコンテンツの開発

▶ 各方針に基づく効果的な誘客手法

○アイヌ民族文化財団は、新たな誘客戦略に基づき、自らの創意工夫も活かしつつ、事業を効果的に実施。

国土交通省は、新たな誘客戦略の目標・指標に基づき、事業の実施状況をチェック。

課 題

改善の方向性

11



論点②：アイヌ文化についてより理解を深めてもらうための施策は効果的に行われているか。

12

 Ⅲ 【短期アウトカム】ウポポイ滞在時間（２時間以上滞在した者の割合）

1時間未満, 4.5%

1~2時間, 

26.7%

2~3時間, 

33.5%

3~4時間, 

17.5%

4~5時間, …

5~6時間, 4.5%
６時間以上, 3.6%

【短期アウトカム】ウポポイ来場者の滞在時間の割合

２時間以上

滞在

68.8％

〇 アイヌ文化についてより理解を深めていただくため、古式舞踊の鑑賞や木彫・刺繍体験、普及啓発のための
セミナー・講演会などを実施しているが取組が効果的に行われているか。
〇 アイヌ文化についてより理解を深めていただくため、古式舞踊の鑑賞や木彫・刺繍体験、普及啓発のための
セミナー・講演会などを実施しているが取組が効果的に行われているか。

ウポポイに来場し、コンテンツ・プログラムを体験する場合、通常２
～３時間程度滞在することを想定している。
（博物館１時間、舞踊鑑賞３０分、伝統的コタン見学１時間）
なお、２時間を超えると満足度が大きく向上し、滞在時間が長くなる
ほど、満足度も高くなる傾向がある。
そのため、ウポポイに２時間以上滞在した者の割合を短期アウトカ
ムとして設定している。

74.4%

78.3%

88.9%
91.0% 94.1% 94.0%

95.0%

ウ
ポ
ポ
イ
の
満
足
度

ウポポイの滞在時間

ウポポイ来場者の満足度と滞在時間の相関関係

 Ⅲ 【アウトプット】ウポポイ提供コンテンツ数

ウポポイにおいては、アイヌ文化を深めるための多様なコンテンツ
を実施しており、提供しているコンテンツ・プログラム数をアウトプット
とした。
令和２年度１４個、令和３年度２３個、令和４年度２３個
（アイヌ古式舞踊鑑賞２演目、楽器演奏鑑賞・体験、調理体験、木
彫・刺繍体験、口承文芸実演等）

（％）

 Ⅲ 【中期アウトカム】ウポポイ来場者満足度

78.3 

83.8 

87.4 

70.0

80.0

90.0

100.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度

【中期アウトカム】ウポポイ来場者満足度調査
（％）

ウポポイ来場者の理解度に関する指標として、
現状測定可能な指標として、来場者の満足度を
設定していた。
しかし、理解度を測定する指標としては、必ずし
も適切とは限らないことから見直しを行う。（具体
的な改善案については、後述。）
併せて、滞在時間と理解度の相関関係につい
て改めて検証を行い、その結果を踏まえ短期ア
ウトカムの見直しを検討する。



論点②：アイヌ文化についてより理解を深めてもらうための施策は効果的に行われているか。

アイヌ民族文化財団が実施しているより深くアイヌ文化を
知りたい人向けの講演会やセミナーの開催等を支援してお
り、その実施件数をアウトプットとした。
（令和２年度 ４件、令和３年度 ５件、令和４年度 ７件）

現状、短期アウトカムとしては、参加人数を設定しているが、
参加人数を測定するのみでは理解度を測定する指標としては
不十分と考えており、講演会やセミナーの際、理解度に関する
設問を設けたアンケートを新規に実施し、指標として設定するよ
う改善を行う。
（令和２年度2,667人 令和３年度3,552人 令和４年度5,783人）

 Ⅳ 【アウトプット】普及啓発事業の実施件数（より知りたい人向け）  Ⅳ【短期アウトカム】事業参加人数（より知りたい人向け）
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なお、内閣府の全国調査については、複数年に一度の調査であるため傾向は把握できないが、令和２年度（１１月）調査
によるアイヌ文化の認知度52.7％となっている。
【参考】調査手法が異なるため、単純比較はできないが、平成30年（７月）調査時のアイヌ文化の認知度は42.1％

 Ⅲ、Ⅳ 【長期アウトカム】アイヌの人々の誇りの源泉であるアイヌ文化に関する認知度

83.1 81.3 

49.8 47.6 45.9 44.0 41.1 28.4 
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アイヌ施策推進法の法目的の実現のためには、アイヌの人々が民族としての誇りを持って生活することができ、及びその誇り
が尊重される社会の実現を図る必要がある。

そのためには、アイヌの人々の誇りの源泉であるアイヌ文化についての理解を深めることが重要であることから、令和2年に実

施した「アイヌ政策に関する世論調査」の「アイヌについて知っている事項（文化）」の回答を活用して、長期アウトカムを設定する

こととした。

具体的には、アイヌ文化についての理解を深めていただくためには、多岐にわたるアイヌ文化それぞれについて理解を深めて

いただくことが重要であることから、以下の各項目を知っていると答えた割合の平均を長期アウトカム指標として設定している。

平均５２．７％
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【アウトプット】ウポポイで提供しているコンテンツの具体的内容

 アイヌ語  伝統的な工芸品

 古式舞踊  信仰・儀式  民族楽器  伝統的な家屋

ウポポイにおいてアイヌの文化やアイヌの世界観、自然観、儀式等を来場者へ幅広く伝え、
理解を深めてもらうために、古式舞踊の鑑賞、木彫、刺繍の工芸技術体験、民族楽器の演奏
体験、独特な工芸品の製作体験など様々な体験・参加プログラムを提供。

ウポポイにおいてアイヌの文化やアイヌの世界観、自然観、儀式等を来場者へ幅広く伝え、
理解を深めてもらうために、古式舞踊の鑑賞、木彫、刺繍の工芸技術体験、民族楽器の演奏
体験、独特な工芸品の製作体験など様々な体験・参加プログラムを提供。

 アイヌ文様  口承文芸・民話

ムックリ（口琴）やトンコリ（弦
楽器）の演奏の鑑賞や演奏体験。

独特な工芸の様々な技法について
実演・展示の観覧、製作体験が可
能。

囲炉裏を囲みながら、日々の暮ら
しの中で語られてきた物語や叙情
歌を鑑賞。

再現されたチセ（家屋）の室内
見学のほか、暮らしや文化につ
いて職員が解説。

職員や伝承活動を続けている道
内各地域保存会によるアイヌ古
式舞踊を鑑賞。参加も可能。

チセ（家屋）にてオリジナルの
遊びを通じて、楽しくアイヌ語
を学習可能。

アイヌ文様を使った木彫・刺繍
体験が可能。

伝統儀礼「カムイノミ」や先祖
供養のための「イチャルパ」の
鑑賞。



アイヌ文化交流センター事業（東京）

令和２年度：1,602人
令和３年度：1,259人(コロナにより、5/1～6/20、7/12～

9/30、 2/1～3/21臨時休館）
令和４年度：3,356人

〇 道外に居住するアイヌの人々の文化振興活動の拠点で
あるとともに、国民がアイヌの伝統や文化に触れる交流の
拠点として設置された「アイヌ文化交流センター」を運営。

〇 来場者数
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講演会の開催（アイヌの伝統や文化を知りたい人向け）

〇 広く国民を対象に、全国各地で、アイヌの伝統や
文化をテーマとした講演会を開催する。平成９年の
事業開始以降、全国４４都道府県で開催。

〇 参加者数

令和２年度：1,065人
（栃木、山口、札幌）
令和３年度：1,993人
（滋賀、群馬、札幌）
令和４年度：1,659人
（青森、福井、札幌）

セミナーの開催（高度な内容について学びたい人向け）

令和２年度：0人(コロナにより中止）
令和３年度：300人（東京）
令和４年度：768人

（東京、札幌、オンライン）

〇 教育関係者や、アイヌの伝統やアイヌ文化に関して
基礎的知識を有するような人々を対象に、アイヌ文化
に関する様々な分野の講師を迎え、より高度な内容
のセミナーを開催。

〇 参加者数

【アウトプット】普及啓発事業の具体的内容

5,000冊を超える所蔵図書



【追加設問（案）】
Q８ ウポポイにおける見学・体験により、アイヌの歴史・文化への知識や理解が深まりましたか。
また、アイヌの歴史・文化への知識や理解が深まった見学・体験はどれですか。

➡上記回答の理由をお聞かせください。（ ）

ウポポイ来場者アンケートにおいて、
○ 新たに、理解度に関する設問を設定。
○ また、リピーターの把握と分析のため、来場回数に関する設問の選択肢を修正。

講演会やセミナーの際、理解度に関する設問を設けたアンケートを新規に実施。

【ウポポイ来場者アンケート（現状）】

とても
深まった

まあまあ
深まった

どちらと
も言えな
い

あまり
深まら
なかった

全く
深まら
なかった

利用して
いない

１．ウポポイ全体 １ ２ ３ ４ ５ ―
２．博物館の展示 １ ２ ３ ４ ５ ６
３．体験交流ホールでの舞踊 １ ２ ３ ４ ５ ６
４．体験学習館や工房での体験プログラム １ ２ ３ ４ ５ ６
５．復元した建物（伝統的コタン） １ ２ ３ ４ ５ ６

改善の方向性

論点②：アイヌ文化についてより理解を深めてもらうための施策は効果的に行われているか。(改善の方向性）

【選択肢修正（案）】
①今回が初めて ②２回目 ③３回目 ④４回目
⑤５回以上（ 回目）
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論点③：ウポポイの効率的な運営、地域との連携による相乗効果の発揮は十分に行われているか。

17

○ 事業の実施に当たっては、アイヌ民族文化財団への委託及び経費の補助を行っているとこ
ろ、限られた人員や予算の中で、最大限の効果を発揮できるよう、ウポポイの効率的な運営や
地域との連携事業の強化に努めているが、このような取組は十分に行われているか。

○ 事業の実施に当たっては、アイヌ民族文化財団への委託及び経費の補助を行っているとこ
ろ、限られた人員や予算の中で、最大限の効果を発揮できるよう、ウポポイの効率的な運営や
地域との連携事業の強化に努めているが、このような取組は十分に行われているか。

 ウポポイについては、原則、月曜日が閉園日であるが、今年度から、
ゴールデンウィークや夏休み期間など、多くの来場者が見込まれる時
期には、月曜日も臨時に公開することとしている。

 また、昨年度から、文化の日（11月３日）を「ウポポイ無料開放ＤＡＹ」

として、入場料を無料にしているところ、当日は、これまでで最多となる
約６，５００人の方に来場いただいたところ。

 限られた人員や予算の中で、最大限の効果（＝誘客の促進）を発揮
できるよう、来場者の動向の把握に努め、弾力的かつ効率的なウポポ
イの運営に努めている。

 論点①に掲げた誘客施策の実施に当たっては、
ウポポイの周辺市町村や道内各地域のアイヌ舞
踊保存会等と連携するなど、効率的な取組とな
るよう、努めてきたところ。

 北海道内各地域との連携の強化に努めつつ、
相乗効果を高めながらより効率的な誘客施策を
実施。

ウポポイの効率的な運営

地域との連携強化

【地域の保存会による舞踊披露】

令和３年度 令和４年度

参加団体数（団体） 6 10

公演数（回） 36 52

観覧者数（人） 4,124 8,608

公演日のウポポイ平均
来場者数（人/日）

1,217 1,513

土日祝日のウポポイ平均
来場者数(（人/日）

895 1,399

※地域の保存会舞踊披露は土日祝日にのみ開催

〇 月曜日の臨時公開に伴う追加来場者数見込

〇 ウポポイ無料開放DAY

令和５年度臨時公開日 想定来場者数（人）

５月１日（月） 1,700

７月１０日（月） 1,000

８月１４日（月） 2,000

９月１９日（火） 1,000

２月５日（月） 1,000

6,700
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（参考）国土交通省関係事業の資金の流れ（令和４年度）

（単位：百万円）

委託費（管理運営）

（１，４９８）

○国立民族共生公園等の運営に係る人件費
○施設の維持管理に係る経費（警備、清掃、除雪等）
○体験交流ホールの運営に係る経費
○体験交流プログラムの実施に係る経費 等

委託費（誘客推進）

（１，３４８）

○デジタル広告等に係る経費
○地域のアイヌ文化動画制作等に係る経費
○旅行見本市への出展に係る経費
○季節・特別イベントの開催に係る経費 等

補助金

（７７）

補助金

（７７）

○アイヌの伝統等に関する普及啓発事業に係る人件費
○イランカラプテキャンペーンの実施に係る経費
○アイヌ文化交流センターの運営に係る経費
○児童生徒向け副教材の作成・配布に係る経費
○セミナー・講演会の開催に係る経費 等

公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
財
団

国立民族共生公園等管理

誘 客 推 進

アイヌの伝統等に関する普及啓発

＜収 入＞ ＜支 出＞

（１，３４８）

（１５４）

（１，６７６）
入場料収入等

（国土交通省関係分）

（１７８）

国
土
交
通
省

北
海
道

ウ
ポ
ポ
イ

来
場
者

委託費 ２，８４６

Ⅱ周知施策

Ⅲ 理解向上施策

Ⅰ周知施策
Ⅳ理解向上施策



該当者数

３．衣服や服飾品

を彩る独特なアイ

ヌ文様があること

１．アイヌ語とい

う独自の言語があ

ること

６．盆や衣服など

アイヌ独自の伝統

的な工芸品がある

２．豊かな表現で

語り伝えてきた口

承文芸があること

４．伝統的な古式

舞踊があること

７．アイヌ独自の

信仰・儀式がある

こと

５．アイヌ独自の

民族楽器があるこ

と

８．アイヌ独自の

伝統的な家屋があ

ること

1,654 83.1 81.3 49.8 47.6 45.9 44 41.1 28.4
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（参考）成果指標に係る世論調査・アンケートの詳細

本日、利用された感想をお聞かせください。 
 

 
非常に

満足 

まあまあ 

満足 
普通 

やや 

不満 

非常に

不満 

利用して 

いない 

１．ウポポイの総合的な満足度 １ ２ ３ ４ ５ ― 

 

【設問】（令和4年10月調査開始）
Q ウポポイに入場した時間は何時頃ですか？
※アンケート調査実施時間（退園時間）との差を各人の滞在
時間として測定。

〇 長期アウトカム（アイヌに関する周知度）
令和2年１１月内閣府世論調査

〇 長期アウトカム（アイヌ文化に関する認知度）
令和2年１１月内閣府世論調査

〇 短期アウトカム（ウポポイ来場者の満足度）
令和4年ウポポイ来場者アンケート

【結果】 ２時間以上滞在した者の合計68.8% 【結果】「非常に満足」及び「まあまあ満足」の合計87.4%

【設問】

【結果】知っていると答えた各項目の平均52.7%
【結果】知っていると答えた割合93.6%

〇 アウトプット（ウポポイ来場者の滞在時間）
令和4年ウポポイ来場者アンケート



（参考）ウポポイ来場者アンケート等の概要

① ウポポイ来場者アンケート（令和２年度～）

調査手法：無作為抽出による聞き取り調査
退園時に実施。

調査日時：毎月平日１回、休日１回
回答者数：毎月約200人、年間約2,400人
※ 毎月の調査のほか、GW、夏休み、冬休み、
無料開放日などのイベント開催の際は、追加で
イベントに関するアンケートを実施。

※ 上記聞き取り調査のほか、据置きアンケート
（園内に設置したご意見箱による自由記述の
意見聴取）も実施。

② ウポポイ教育旅行アンケート（令和２年度～）

調査手法：教育旅行で来場した児童生徒・教
員に対してアンケート用紙を配布、
後日回収。令和５年１月からは、WEB
方式（教員向け）も試行。

回答者数：児童生徒約45,000人、教員約2,700人
（令和４年度実績）

民族共生象徴空間（ウポポイ） アンケートのお願い（高校生用） 
 

公益財団法人 アイヌ民族文化財団 
 

イランカラプテ（こんにちは）！！ ウポポイはいかかがでしたか。ウポポイをより楽しい場所にし、来年も

皆さんの後輩の方々にアイヌ文化を知っていただくための手助けをできるよう、皆さんの感想や声をお聞かせく

ださい。 

答えを選ぶときは、□に「レ」を付けて、間違えたら消してください。（ ）内は自由に記述してください。 
 
Ｑ１ 学校名と学年を教えてください。 

   学校名（                学校） 

□①高校１年生   □②高校２年生   □③高校３年生 
 
Ｑ２ ウポポイにおける見学・体験により、アイヌの歴史・文化への知識や理解が深まりましたか。 

□①とても深まった   □②まあまあ深まった   □③どちらとも言えない 

□④あまり深まらなかった   □⑤全く深まらなかった 

上記回答の理由（                               ） 
 
Ｑ３ アイヌの歴史・文化への知識や理解が深まった見学・体験はどれですか。 

 
非常に理解が

深まった 

まあまあ 

理解した 
普通 

あまり理解 

出来なかった 

全く理解 

出来なかった 

利用して 

いない 

１．博物館の展示 □ □ □ □ □ □ 

２．踊り、歌やムックリの音楽 

などの鑑賞 
□ □ □ □ □ □ 

３．ムックリを実際に手に 

取って鳴らした演奏体験 
□ □ □ □ □ □ 

４．伝統的な茅葺きの家の見学 □ □ □ □ □ □ 

５．アイヌ料理の食体験 □ □ □ □ □ □ 

 
Ｑ４ ウポポイには、また行きたいですか。 

□①また行きたい   □②もう行きたくない   □③どちらでもない 
  
Ｑ５ また行きたい方は、次は誰と行きたいですか。（いくつでも） 

□①家族と  □②友だちや知り合いと  □③一人で   

□④その他 （                                  ） 
 
Ｑ６(1) ウポポイでは、おみやげなどの買いものをする時間はありましたか。 

□①あった 

□②なかった 

(2) ①と回答した方のみ、買ったものをお答えください。【いくつでも】 

□①トゥレッポん・グッズ（クリアファイル、マスコット人形、メモ帳など） 

□②アイヌ文様のグッズ（マスキングテープなど） 

□③トゥレッポん・アイヌ文様以外のグッズ  □④ムックリ   □⑤お菓子  □⑥何も買わなかった 

□⑦その他 （                                       ） 
 
Ｑ７ 今回のウポポイへの訪問を通じて、アイヌ文化について感じたことや発見したことがあれば、自由

に書いて教えてください。 

 

 

 

 

 

 

イヤイライケレ！！ ご協力ありがとうございました！！  

トゥレッポん 
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修学旅行等による民族共生象徴空間（ウポポイ）訪問に関する 

アンケート調査へのご協力のお願い（ご引率の先生方用） 

 

 

公益財団法人 アイヌ民族文化財団 

 

 

イランカラプテ（こんにちは）！！ このたびは、民族共生象徴空間（ウポポイ）へ児童生徒の皆さんを

引率いただき誠にありがとうございました。 

ウポポイでは、今後も教育旅行における学校関係者の期待に応えていくために、どのように取り組んで

いくべきかを検討していきたく、教員の皆さまの声をお聞かせくださいますようお願いします。 

選択式の設問は、該当する回答のチェックボックスに「レ」を付けてください。また自由記述欄は、任

意の回答を記載してください。 

 

 

Ｑ１ お客様についてお伺いいたします。 

学校名（                学校） 

引率した児童生徒の学年： □①小学生（□４年生 □５年生 □６年生） 

□②中学生（□１年生 □２年生 □３年生） 

□③高校生（□１年生 □２年生 □３年生）  

 

Ｑ２ 今回の教育旅行でウポポイを目的地に選んだ理由を教えてください。（複数回答可） 

 □①教育委員会等の推薦があったため  

 □②他校の先生や保護者等から評判を耳にしたため 

 □③旅行会社からの提案があったため 

 □④学校としてアイヌ文化を学習テーマに据えることを最初から決めていたため 

 □⑤提供されるプログラムや展示に教育の素材としての魅力を感じたため 

□⑥入場料金が安価（小中学生は無料）であるため 

□⑦主たる目的地への経路上に立地していたため（主たる目的地：            ） 

□⑧コロナ禍のために他の目的地が限られていたため 

□⑨その他 （                                      ） 

 

Ｑ３ ウポポイへ訪れることを決めた時期はいつ頃ですか。 

□①３か月前以内  □②６か月前以内  □③１年前以内  □④その他(   年  か月)前頃 
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